
「ARU - 在る -」という言葉には、

「時を超えてその場所に在り続けるホテル」でありたい

という願いが込められています。

この町の歴史・伝統を大切に受け継ぎながら、

新たな価値や文化を生み出し、

より良い未来を紡ぎ出していけるホテル。

木屋町通りにこのホテルがいつも変わらず「在る」ことが、

　　　　　　　町の人からも、外から訪れた人にとっても、

　　　　　　　大きな喜びになってほしいと願っています。





��:�� ~ ��:��ここにテキスト入れますここにテキスト入れます

BREAKFAST TIME

��:�� ~ ��:�� (最終入場��:��)

BAR TIME

��:�� ~ ��:��

幅広いお飲み物・お食事をご用意しております

ビュッフェ形式の朝食をご用意しております

RESTAURANT




